
地域の人口・世帯数

人　口 世帯数
富谷市 52,451 19,914
大和町 28,181 12,084
大郷町 7,846 2,859
大衡村 5,784 2,111
計 94,262 36,968

令和 3 年11月30日現在
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ご あ い さ つ

黒川地域行政事務組合理事会
理事長 浅　野　　　元

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
黒
川
地

域
行
政
事
務
組
合
の
運
営
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
は

黒
川
地
域
の
富
谷
市
、
大
和
町
、

大
郷
町
、
大
衡
村
で
構
成
し
、

消
防
業
務
、
公
立
病
院
の
経
営
、

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
・
火
葬

場
の
運
営
、
介
護
認
定
審
査
会

事
務
な
ど
15
項
目
に
わ
た
る
事

務
事
業
に
つ
い
て
市
町
村
の
事

務
委
任
を
受
け
、
広
域
的
に
共

同
処
理
し
、
地
域
住
民
の
安

心
・
安
全
の
た
め
の
業
務
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
消
防
、
病
院
、
環

境
衛
生
の
一
部
事
務
組
合
が
統

合
し
、
当
組
合
が
設
置
さ
れ
て

か
ら
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
こ

と
を
記
念
し
ま
し
て
、
組
合
章

の
制
定
を
行
い
ま
し
た
。
全
国

か
ら
デ
ザ
イ
ン
募
集
を
行
い
、

た
く
さ
ん
の
作
品
を
応
募
い
た

だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
優
れ

た
作
品
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

そ
の
中
か
ら
黒
川
の
頭
文
字

「
Ｋ
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
安
心
、

安
全
に
健
や
か
に
生
活
す
る
住

民
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ

イ
ン
が
選
考
委
員
会
に
お
い
て

採
用
さ
れ
、
と
て
も
良
い
作
品

が
選
ば
れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
々

に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
無
観
客

で
の
開
催
と
な
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
選
手
た
ち
の
活
躍
が

人
々
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
進
み
、
９
月
末
に
は
す

べ
て
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
、
感
染
者
数
が
減
少
い
た

し
ま
し
た
。
現
在
は
、
新
た
な

変
異
株
が
見
つ
か
る
な
ど
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
今
年
こ
そ
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束

し
、
黒
川
地
域
の
皆
さ
ま
方
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

主
な
事
務
事
業
の
状
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
消
防
業
務
で
は
、

地
域
の
発
展
に
伴
い
災
害
が
多

様
化
し
、
救
急
要
請
も
増
加
す

る
な
ど
、
求
め
ら
れ
る
役
割
は
、

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
迅
速
か
つ
適
切
な

対
応
が
で
き
る
体
制
確
保
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

消
防
本
部
の
移
転
に
つ
き
ま
し
て

も
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
黒
川
病
院
は
、
指
定
管

理
者
で
あ
る
公
益
社
団
法
人
地

域
医
療
振
興
協
会
と
連
携
し
、

黒
川
地
域
唯
一
の
公
立
病
院
と

し
て
地
域
医
療
の
充
実
と
患
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
、
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
整

備
事
業
が
完
了
し
、
４
月
か
ら

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
減
容
施
設
の
供

用
を
開
始
し
順
調
に
稼
働
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
焼
却

施
設
で
は
、
24
時
間
連
続
運
転

体
制
で
安
定
し
た
ご
み
の
処
理

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
循
環
型
社
会
を
目
指
し

た
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク

ル
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
事
務
事
業
に
つ
き

ま
し
て
も
、
住
民
目
線
に
立
ち

職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域

の
皆
さ
ま
方
の
た
め
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
黒
川
地
域
の
安
泰

と
益
々
の
発
展
、
そ
し
て
皆
さ

ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会

理
事
長
　 

浅
野
　
　
元
（
大
和
町
長
）

理
　
事
　 

田
中
　
　
学
（
大
郷
町
長
）

理
　
事
　 

若
生
　
裕
俊
（
富
谷
市
長
）

理
　
事
　 

萩
原
　
達
雄
（
大
衡
村
長
）
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昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
緊
急
事
態
宣
言
、
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
が
全
国
的
に

発
せ
ら
れ
、
外
出
の
自
粛
な
ど

が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
、

人
と
の
接
触
機
会
が
減
り
、
改

め
て
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
切

だ
と
感
じ
た
一
年
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

黒
川
地
域
は
、
先
端
技
術
産

業
や
自
動
車
関
連
企
業
な
ど
の

進
出
に
伴
い
、
都
市
化
が
進
む

地
域
で
あ
る
と
共
に
、
美
し
い

自
然
と
居
住
空
間
、
そ
し
て
農

商
工
の
産
業
地
帯
が
融
合
し
、

今
後
益
々
の
発
展
が
期
待
さ
れ

る
地
域
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
防
災
力
強
化

の
た
め
消
防
が
果
た
す
べ
き
役

割
、
黒
川
地
域
唯
一
の
公
立
病

院
と
し
て
地
域
医
療
へ
の
貢
献
、

一
般
廃
棄
物
の
安

定
し
た
処
理
、
そ

の
他
地
域
住
民
の

安
心
・
安
全
な
生

活
に
直
結
す
る
業

務
に
つ
い
て
、
皆

さ
ま
の
お
声
を
拝

聴
し
、
関
係
市
町

村
の
財
政
事
情
に

も
配
慮
し
な
が
ら
、

広
域
行
政
の
運
営

に
反
映
さ
せ
る
よ

う
さ
ま
ざ
ま
な
観

令和４年 年 頭 の

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　

初
春
を
迎
え
、
黒
川
地
域
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
し
い
年
を
穏
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
黒
川
地
域
行
政
事

務
組
合
議
会
に
対
し
、
ご
高
配

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
議

会
は
各
市
町
村
議
会
か
ら
選
出

さ
れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、「
黒
川
地
域
の
皆
さ
ま
の

た
め
に
」
と
い
う
志
の
も
と
、

地
域
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、

議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責

任
の
も
と
に
、
議
論
を
重
ね
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

点
か
ら
議
論
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
本
年
も
ご
理
解
と

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
は
一
日
も
早
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
を
願
う
と
と
も
に
、
皆
さ

ま
に
と
っ
て
幸
多
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
　
長
　

犬
飼
　
克
子
（
大
和
町
議
会
議
員
）

副
議
長
　

和
賀
　
直
義
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

議
　
員
　

吉
田
　
耕
大
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

佐
藤
　
　
牧
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

菊
池
　
美
穂
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

畑
山
　
和
晴
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

渡
辺
　
良
雄
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

石
川
　
　
敏
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

佐
々
木
春
樹
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

遠
藤
　
昌
一
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

大
友
　
三
男
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

金
子
　
　
透
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

髙
橋
　
正
俊
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

千
坂
　
裕
春
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

門
間
　
浩
宇
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

藤
巻
　
博
史
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
議
席
順
）

黒川地域行政事務組合議会
議長 犬　飼　克　子

限りない未来に向けて…広域行政
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議
会
報
告

議
会
報
告

議
会
報
告

（
大
衡
村
教
育
委
員
会
教
育
長
）

齋
　
藤 

　
　
浩 

氏

教
育
委
員
会
委
員
紹
介

（
富
谷
市
議
会
議
員
）

畑
　
山
　
和
　
晴 

議
員

新
議
員
及
び

監
査
委
員
紹
介

❖ 
令
和
３
年
第
４
回
臨
時
会 

❖

❖ 

可
決
議
案

　

令
和
３
年
10
月
28
日
に
、
令
和
３
年
第
４

回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
理
事
会
よ
り
提
出

さ
れ
た
全
て
の
議
案
が
可
決
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、

和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
黒
川
地
域
行
政

事
務
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

議
案
第
22
号

議
案
第
23
号

同
意
第
２
号

❖ 

令
和
３
年
第
５
回
臨
時
会 

❖

❖ 

可
決
議
案

　

令
和
３
年
11
月
29
日
に
、
令
和
３
年
第
５

回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
理
事
会
よ
り
提
出

さ
れ
た
全
て
の
議
案
が
可
決
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
黒
川
地
域
行
政

事
務
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　
　
　
　
　
　
　

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
議
案
第
24
号

同
意
第
３
号

　

昭
和
58
年
に
仙
台
北
部
で
発
生
し
た
、
二
市
三
町

に
ま
た
が
る
大
規
模
林
野
火
災
で
の
長
時
間
に
及
ぶ

消
火
活
動
や
、
平
成
23
年
に
発
生
し
た
、
東
日
本
大

震
災
に
お
け
る
災
害
で
の
出
動
態
勢
の
確
保
や
支
援

活
動
な
ど
、
消
防
職
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
危
険

業
務
に
従
事
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
「
瑞
宝
双
光
章
」

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
双
光
章（
消
防
功
労
）

元
消
防
監（
消
防
本
部
消
防
長
）

　
千
　

　
　
　
清 

様

（
富
谷
市
在
住
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
３
年
11
月
３
日
発
令

第37回
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令和３年度上半期　予算執行状況のお知らせ
令和３年度の上半期（令和３年９月末）各種会計の予算執行状況をお知らせします。

問い合わせ先 　財政課　☎345−1542

一般会計
（歳 入）　 （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 2,098,299 1,573,868 75.0％
使用料・手数料 13,271 7,402 55.8％
国庫支出金 1,953 0 0.0％
県 支 出 金 3,523 1,530 43.4％
財 産 収 入 35 1 2.9％
繰 入 金 16,431 0 0.0％
繰 越 金 2,460 13,574 551.8％
諸 収 入 14,412 6,359 44.1％
組 合 債 36,600 0 0.0％
合　　　 計 2,186,984 1,602,734 73.3％

病院事業会計 訪問看護ステーション事業会計
（単位：千円）

区　　　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的
収　支

収 入 3,085,703 115,413 3.7％
支 出 3,264,851 602,898 18.5％

資本的
収　支

収 入 421,496 271,030 64.3％
支 出 421,496 228,134 54.1％

（単位：千円）

区　　　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的
収　支

収 入 52,444 6,397 12.2％
支 出 52,443 10,375 19.8％

介護認定審査会特別会計
（歳 入）　 （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 14,601 10,952 75.0％
繰 越 金 1 944 94400.0％
諸 収 入 12 11 91.7％
合　　　 計 14,614 11,907 81.5％

（歳 出）　 （単位：千円）

科　　目 予算現額 支出済額 執行率
介 護 認 定
審 査 会 費 14,614 4,935 33.8％

障害支援区分認定審査会特別会計
（歳 入）　 （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 1,124 1,124 100.0％
繰 越 金 1 31 3100.0％
諸 収 入 1 0 0.0％
合　　　 計 1,126 1,155 102.6％

（歳 出）　 （単位：千円）

科　　目 予算現額 支出済額 執行率
障害支援区分
認定審査会費 1,126 389 34.5％

特別会計

（歳 出）　 （単位：千円）

科　　目 予算現額 支出済額 執行率
議　 会　 費 2,516 1,127 44.8％

総　 務　 費 114,499 53,238 46.5％

民　 生　 費 80 26 32.5％

衛　 生　 費 564,451 152,822 27.1％

消　 防　 費 1,374,144 565,873 41.2％

教　 育　 費 376 151 40.2％

公　 債　 費 130,818 65,339 49.9％

予　 備　 費 100 0 0.0％
合　　　 計 2,186,984 838,576 38.3％

限りない未来に向けて…広域行政
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

希
望
に
満
ち
た
令
和
４
年
の
新

春
を
迎
え
、
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平

素
か
ら
消
防
業
務
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
様
々
な
教
訓
を
残
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
節
目
の
10
年
を
迎

え
た
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
昨

年
か
ら
世
界
中
に
ま
ん
延
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
見

え
ず
、
第
４
波
・
５
波
と
猛
威
を

振
る
っ
た
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
の
普
及
や
感
染
防
止
対

策
の
成
果
に
よ
り
、
年
末
に
か
け

収
束
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
こ

ろ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
の
感
染
拡
大
の
波
が
沈
静

化
す
る
こ
と
を
皆
さ
ま
と
同
じ
く

願
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
状

況
下
で
あ
っ
て
も
、
災
害
列
島
と

い
わ
れ
る
日
本
で
は
毎
年
の
よ
う

に
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
今
、
正
常
性
バ
イ
ア
ス
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

人
は
災
害
等
の
非
常
事
態
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
れ
を
正
常
の
範
囲
内

の
出
来
事
と
捉
え
、
自
分
に
と
って

都
合
の
悪
い
情
報
を
無
視
し
た
り
、

「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
過
小
評
価

し
逃
げ
遅
れ
の
原
因
と
な
る
よ
う

で
す
。
し
っ
か
り
備
え
て
対
策
し

た
上
で
「
大
丈
夫
」
と
言
え
る
環

境
が
理
想
の
姿
だ
と
考
え
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
避
難
勧
告
が
廃
止
さ

れ
避
難
指
示
へ
一
本
化
さ
れ
る
な

ど
、
速
や
か
な
決
断
を
促
す
反
面
、

感
染
警
戒
に
よ
る
人
々
の
避
難
控

え
な
ど
も
心
配
さ
れ
る
部
分
で
す
。

災
害
と
感
染
の
狭
間
で
複
合
型
災

害
の
リ
ス
ク
回
避
等
が
求
め
ら
れ
、

減
災
や
防
災
は
よ
り
多
角
的
に

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
気
象
庁

や
市
町
村
か
ら
出
さ
れ
る
防
災
情

報
に
耳
を
傾
け
、
日
頃
の
備
え
を

よ
り
万
全
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

消
防
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
更

な
る
災
害
対
応
力
強
化
と
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
皆
さ
ま
方
に
よ
る

ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、
地
域

防
災
力
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
１
年
が
災
害
の

な
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
そ

し
て
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
８
月
24
日

（
火
）午
前
10
時
15
分
頃
、

大
衡
村
大
衡
の
国
道
４
５

７
号
線
上
で
交
通
事
故
に

伴
う
車
両
火
災
が
発
生
し
、

運
転
手
の
救
出
や
初
期
消

火
に
貢
献
さ
れ
た
４
名
の

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
故
当
時
、
現
場
付
近

を
走
行
し
て
い
た
佐
々
木

周
吉
様
と
妻
の
章
子
様
、

浜
田
幸
一
様
と
次
男
の
昌

志
様
は
、
交
通
事
故
に
よ
り

横
転
し
た
車
内
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
る
女
性
１
名
を
発

見
し
、
直
ち
に
協
力
し
て
女

性
を
救
出
し
、
応
急
処
置
を

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

事
故
車
両
か
ら
の
出
火
を
発

見
し
、
近
く
の
企
業
か
ら
消

火
器
を
借
り
初
期
消
火
を
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
自
ら
の
危

険
を
顧
み
な
い
迅
速
か
つ

的
確
な
行
動
に
よ
り
、
火

災
の
被
害
を
最
小
限
に
留

め
、
傷
病
者
の
症
状
悪
化

防
止
に
努
め
た
功
績
は
顕

著
で
あ
り
、
こ
の
勇
気
あ

る
行
動
に
対
し
て
消
防
長

よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

令
和
３
年
11
月
９
日
、
当
本

部
庁
舎
で
行
わ
れ
た
秋
の
火
災

予
防
運
動
一
斉
広
報
出
発
式
の

際
、
無
火
災
地
区
と
し
て
黒
川

地
域
の
７
地
区
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
石
川
消
防
長
は
、「
各

地
域
に
お
け
る
防
災
意
識
の
高

さ
が
訓
練
の
積
み
重
ね
を
実
現

し
、
住
民
へ
の
防
火
啓
発
の
浸

透
が
無
火
災
と
い
う
実
を
結
ん

だ
。」
と
敬
意
を
表
し
、
各
地

区
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

《
20
年
以
上
無
火
災
地
区
》

　

◇
富
谷
市　

太
子
堂

《
10
年
以
上
無
火
災
地
区
》

　

◇
富
谷
市　

明
石
台
第
一

　

◇
大
和
町

　
　

城
内
東
・
落
合
相
川
上

　
　

鶴
巣
北
目
・
落
合
蒜
袋

　

◇
大
郷
町　

鶉
崎

消防本部
消防長　石川　勉

受彰者：（左から）浜田幸一様、昌志様、
佐々木周吉様、章子様

受彰地区区長（左から）
�郷古様【鶉崎】、品川様【落合蒜袋】、大友様【鶴
巣北目】、伊東様【城内東】、加藤様【太子堂】

消
防
活
動
協
力
者
表
彰

無
火
災
地
区
表
彰

広域くろかわ
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【事前登録により利用可能】

119番がつながらない時間が発生します！

　黒川地域行政事務組合消防本部では黒川地域管内に居住、通勤、通学されてい
る聴覚や発話に障害があり、音声により119番通報が難しい方のための災害通報
サービス「NET119緊急通報システム」を運用しています。
　システムの利用には事前登録が必要なため、詳しくはホームページをご覧いた
だくか、お問い合わせください。

　ＮＴＴ東日本において緊急通報回線（119番）を収容している電話交換機の
ファイル更新工事が必要になり、黒川地域については下記の時間帯において119
番通報がつながらない時間帯が発生します。
119番不通時間帯において、火災や救急などの災害が発生した場合は、

① 080-2848-2297に通報（該当時間のみ通話可能）
② 近くの消防署・出張所に駆けつける

など、住民の皆さまには大変ご不便・ご迷惑をおかけしますが、何卒ご理解・ご
協力をお願いいたします。

119番不通時間：令和４年２月18日（金）
　　　　　　　　深夜１：25～１：35のうち約３分間
　　　　　　　　（２月17日の深夜となります）

問い合わせ先　消防本部指令課　☎345−4161

詳しくは、ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。
問い合わせ先　消防本部指令課　☎345−4161

聴覚や発話に障がいのある方のための
NET119緊急通報システム

限りない未来に向けて…広域行政
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「電話リレーサービス」利用者の方々へ
「緊急通報」が可能となりました。

　電話リレーサービスとは、通訳オペレータが
聴覚や発話に困難のある方の電話を「手話や文
字と音声で通訳」することにより、24時間
365日いつでも電話でつなぐサービスです。
※�サービスの利用には事前にサービス提供機関
（一般財団法人日本財団電話リレーサービス）
への利用登録が必要となります。

　詳しくはホームページをご覧いた
だくか、お問い合わせください。
問い合わせ先　消防本部指令課

☎345－4161

令和４年度
入札参加資格追加申請に関するお知らせ
令和４年度競争入札（一般・指名）参加資格追加申請を受付します。

受付会場 受付期間

黒川地域行政事務組合事務所
〒981－3621
黒川郡大和町吉岡字下町15－1

令和４年２月７日（月）～２月17日（木）
受付時間は全て土曜日、日曜日及び祝日を除く
午前９時から午後４時までです。

・申請書類等は原則、配送願います。
・配送による申請は配送受付最終日の２月16日必着となります。
・申請様式についてはホームページからダウンロードしてください。
・申請方法、要項や必要事項等に関しましては、ホームページをご覧ください。

問い合わせ先　財政課　☎345−1542

119番（消防）、110番（警察）等への
緊急通報も可能となりました。

広域くろかわ
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（単位：Bq/kg）
採取月 放射性セシウム134 放射性セシウム137 放射性セシウム合計

令和 3 年 9 月 不検出 79 79
令和 3 年10月 不検出 58 58
令和 3 年11月 不検出 70 70

基準値：8,000Bq/kg
　当組合では、地域の皆さまが安心できるよう、東日本大震災による東京電力福島原発事故後から現在
まで、一般廃棄物最終処分場に埋立てしている焼却灰の放射性物質測定を実施しております。測定結果
は、環境省で定める基準値を下回っており、埋立て後の最終処分場内の各種測定も基準値を超えるもの
は検出されておりません。今後も定期的に測定を実施します。� 問い合わせ先　業務課　☎345−6481

ごみ焼却施設から生じる焼却灰（飛灰）の放射性物質測定結果

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
を

見
学
し
ま
し
た

　

令
和
３
年
11
月
17
日（
水
）に
、

大
衡
村
立
大
衡
小
学
校
の
４
年

生
の
皆
さ
ん
が
校
外
学
習
の
た

め
、
施
設
の
見
学
に
訪
れ
ま
し

た
。
当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
万
全
に

行
い
、
ご
み
焼
却
施
設
、
粗
大

ご
み
処
理
施
設
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
減
容
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
生
活
し
て
出
し
た

ご
み
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ

て
い
く
の
か
、
ご
み
を
減
ら
す

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、

ご
み
の
分
別
と
出
し
方
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

黒
川
浄
斎
場
で
は
、
全
て
の

待
合
室
で
着
座
の
際
の
負
担
を

和
ら
げ
る
た
め
、
テ
ー
ブ
ル
と

椅
子
を
設
置
し
ま
し
た
。

※�

な
お
、
黒
川
浄
斎
場
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力

の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

黒
川
浄
斎
場
か
ら
の

お
知
ら
せ

ごみ処理について勉強する様子

ごみ焼却施設での見学の様子 粗大ごみ処理施設での見学の様子

限りない未来に向けて…広域行政
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２
０
２
１
年
は
コ
ロ
ナ
対
策
に
明

け
暮
れ
た
１
年
で
し
た
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
強
力
に
押
し
進
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
黒
川
地
域
は
行
政
・
医
師

会
・
地
域
住
民
の
協
力
で
宮
城
県
内

で
も
早
め
で
、
か
つ
高
い
接
種
率
で

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
３
回
目
接
種
で
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
、
諸
外
国
の
状
況
を
見
ま
す

と
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
だ
け
で

は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
を
抑
え
込

め
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
例

え
ば
ワ
ク
チ
ン
が
行
き
わ
た
っ
た
後

に
マ
ス
ク
を
外
し
生
活
制
限
も
解
除

し
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
連
日
大
量
の
新

規
感
染
者
が
発
生
し
ま
し
た
。
イ
ス

ラ
エ
ル
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
ワ
ク
チ
ン

で
先
行
し
て
い
た
諸
外
国
を
み
て
も

感
染
の
拡
大
を
十
分
に
抑
え
込
め
て

い
な
い
よ
う
で
す
。

　

11
月
初
め
現
在
、
日
本
で
は
感
染

者
が
激
減
し
て
い
ま
す
が
、
ワ
ク
チ

ン
が
済
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
コ
ロ
ナ

前
の
生
活
に
戻
れ
ば
諸
外
国
と
同
じ

よ
う
に
コ
ロ
ナ
大
流
行
に
見
舞
わ
れ

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
が
行
き
わ
た
っ
た
後
に

コ
ロ
ナ
が
大
流
行
し
て
い
る
の
は
な

ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
済
の
方
の
油
断
が
原
因
な
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
諸

公
立
黒
川
病
院

　
「
福
寿
」
を
辞
書
で
調
べ
る
と

「
幸
福
で
長
命
で
あ
る
こ
と
」
と
あ

る
。

　

古
来
、
笑
門
来
福
、
笑
う
門
に
は

福
来
る
、
と
言
う
が
、
最
近
、
笑
う

こ
と
は
福
だ
け
で
な
く
、
実
際
に

「
壽
」
健
康
息
災
長
寿
に
良
い
、
と

い
う
論
文
が
相
次
い
で
い
る
。

　

米
国
で
１
９
５
２
年
に
プ
ロ
野
球

選
手
で
あ
っ
た
２
３
０
人
の
顔
写
真

を
分
析
し
、
笑
顔
の
程
度
を
三
段
階

に
評
価
し
た
う
え
で
、
そ
の
後
の
寿

命
と
の
関
連
を
調
査
し
た
論
文
が
あ

る
。
結
果
は
、
笑
顔
が
全
く
見
ら
れ

な
か
っ
た
選
手
の
平
均
寿
命
が
72
・

９
歳
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
歯
を
見

せ
て
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
た

選
手
の
寿
命
は
79
・
９
歳
で
実
に
7

歳
の
差
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。

　

日
本
で
も
同
様
の
研
究
が
あ
り
、

山
形
県
の
40
歳
以
上
の
１
７
１
５
２

人
を
対
象
に
５
年
以
上
経
過
観
察
し

た
研
究
で
は
「
週
に
１
回
以
上
、
声

を
出
し
て
笑
っ
て
い
る
人
」
を
基
準

に
す
る
と
「
週
に
１
回
未
満
し
か
声

を
出
し
て
笑
わ
な
い
人
」
で
は
５
年

後
に
亡
く
な
る
確
率
が
２
倍
近
く
に

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。

　

寿
命
だ
け
で
な
く
、
笑
わ
な
い
人

ほ
ど
認
知
機
能
が
低
下
し
、
認
知
症

に
な
り
や
す
い
こ
と
も
わ
か
っ
て
い

る
。
大
阪
府
（
み
ん
な
笑
っ
て
そ

う！

（^^

）！

）
の
65
歳
以
上
99
人
を

対
象
と
し
た
研
究
で
は
、
ほ
ぼ
毎
日

笑
う
人
を
基
準
に
す
る
と
、
月
に
１

～
３
回
笑
う
人
は
約
1.4
倍
、
ほ
と
ん

ど
笑
わ
な
い
人
は
2.5
倍
認
知
機
能
が

低
下
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て

い
る
。

　

こ
の
デ
ー
タ
だ
け
だ
と
、
笑
わ
な

い
か
ら
認
知
機
能
が
低
下
す
る
の
か
、

認
知
機
能
が
低
下
し
た
か
ら
笑
え
な

く
な
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

認
知
機
能
が
正
常
な
人
を
対
象
に
、

笑
い
の
頻
度
と
１
年
後
の
認
知
機
能

低
下
の
関
連
を
調
べ
た
報
告
も
あ
る
。

笑
う
頻
度
が
少
な
い
人
か
ら
順
番
に

認
知
機
能
が
低
下
し
て
く
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
ほ
ぼ
毎
日
笑
う
人
に
比

べ
て
、
ほ
と
ん
ど
笑
わ
な
い
人
は
3.6

な
い
し
3.7
倍
も
認
知
機
能
が
低
下
す

る
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

　

認
知
機
能
も
低
下
せ
ず
に
、
丈
夫

で
長
生
き
し
た
い
と
い
う
の
は
我
々

庶
民
の
さ
さ
や
か
な
願
い
で
あ
ろ
う
。

今
年
の
抱
負
は
毎
日
声
高
ら
か
に
笑

う
、
と
い
う
の
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

笑
門
来
福
＋
壽

マ
ス
ク
の
正
し
い
装
着
を

続
け
ま
し
ょ
う

管理者兼病院長
角田　　浩

副管理者
南家　俊介
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外
国
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
の
方
の

行
動
制
限
を
緩
和
し
た
直
後
に
感
染

爆
発
し
た
よ
う
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
が

済
ん
だ
方
は
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
も

比
較
的
軽
症
で
経
過
す
る
こ
と
が
多

く
、
本
人
は
大
丈
夫
で
も
周
囲
の

人
々
に
感
染
を
広
げ
る
起
点
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の

大
流
行
を
防
ぐ
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
完
了
し
た
人
こ
そ
、
正
し
く
マ
ス

ク
を
使
用
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で

し
ょ
う
。

　

正
し
い
マ
ス
ク

（
不
織
布
マ
ス
ク

を
推
奨
）
を
正
し

く
着
用
（
鼻
と
口

と
あ
ご
を
き
ち
ん

と
覆
う
）
す
る
こ

と
は
感
染
症
を
広

げ
な
い
た
め
の
基

本
で
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
完
了
し
て

も
継
続
が
望
ま
し

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
行
動
制
限
は

今
後
緩
和
さ
れ
る

と
し
て
も
、
要
所

要
所
で
の
コ
ロ
ナ

対
策
を
や
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
手
指

消
毒
や
屋
内
で
の
マ
ス
ク
着
用
は
今

後
も
続
け
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

リ
ス
ク
の
高
い
方
を
危
険
に
さ
ら

さ
な
い
た
め
に
も
、
今
後
も
コ
ロ
ナ

対
策
を
継
続
し
な
が
ら
社
会
生
活
を

維
持
し
て
い
く
難
し
い
か
じ
取
り
が

な
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
我
々
に
出

来
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
行
い
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
が
問
題
に
な
ら
な
く
な
る
日

を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

材
料（
１
人
分
）

小
松
菜　

�

80
ｇ

干
し
シ
イ
タ
ケ

（
ス
ラ
イ
ス
）　

２
ｇ

干
し
エ
ビ　

�

２
ｇ

白
い
り
ご
ま　

�

小
さ
じ
１

し
ょ
う
ゆ　

�

小
さ
じ
１

ご
ま
油　

�

小
さ
じ
１
／

２

　

江
戸
時
代
に
小
松
川
（
東
京
都

江
戸
川
区
周
辺
）
で
栽
培
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
称
に
な

り
ま
し
た
。
1
年
中
出
回
っ
て
い

ま
す
が
、
旬
は
冬
で
す
。
寒
さ
に

強
く
、
霜
に
あ
た
る
と
甘
み
が
増

し
て
お
い
し
く
な
り
ま
す
。
カ
ロ

テ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
Ｂ
群
、
Ｅ
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
、
リ
ン
、
食
物

繊
維
な
ど
を
豊
富
に
含
ん
で
い
ま

す
。
特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
は
ほ
う
れ

ん
草
の
約
3.5
倍
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、
高
齢
者
や
成
長
期
の
子
供
に

は
積
極
的
に
食
べ
て
い
た
だ
き
た

い
食
材
の
一
つ
で
す
。
カ
ル
シ
ウ

作
り
方

①�

小
松
菜
は
洗
っ
て
5
㎝
幅
に
切

り
、
干
し
シ
イ
タ
ケ
は
水
で
戻

し
て
お
き
ま
す
。

②�

フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま
油
を
入
れ
、

中
火
で
小
松
菜
、
干
し
シ
イ
タ

ケ
、
干
し
エ
ビ
を
入
れ
て
炒
め

ま
す
。

③�

干
し
シ
イ
タ
ケ
の
戻
し
汁
と

し
ょ
う
ゆ
を
入
れ
、
小
松
菜
が

し
な
っ
と
し
た
ら
白
ご
ま
を
入

れ
出
来
上
が
り
。

ム
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
一
緒
に
摂
る

こ
と
に
よ
り
吸
収
率
が
上
が
り
、

骨
粗
鬆
症
の
予
防
に
期
待
が
で
き

ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
多
く
含
む

干
し
シ
イ
タ
ケ
な
ど
と
組
み
合
わ

せ
た
料
理
が
お
す
す
め
で
す
。

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

季
節
の
料
理
の
レ
シ
ピ

「
小
松
菜
の
炒
め
煮
」

栄
養
室
室
長　

小
岩　
陽
子

限りない未来に向けて…広域行政
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　選考にあたっては、「組合章」選考委員会を組織し、委員長に宮城県芸術
協会名誉会員の早坂貞彦氏を迎え、委員として構成市町村から推薦の美術に
精通する教職員４名、社会教育担当の自治体職員４名で令和３年11月22日
（月）に開催しました。
　選考委員会では、
様々な意見が出され、
第一次選考で絞られ
た上位12作品から
最優秀作品を選出し
ました。

　当組合では、一部事務組合統合
30周年を記念した、「組合章」の
制定に向け、令和３年７月から８
月にかけて「組合章」のデザイン
を募集いたしました。全国各地か
ら応募いただいた、総数38作品
の中から、厳正なる審査の結果、
静岡県在住の天野穂積さんの作品
が最優秀作品に選ばれました。
　天野さんは、当組合の頭文字で
ある「Ｋ」をモチーフに、健やか
に生活する住民の姿をイメージし、
交差する楕円は構成する富谷市、

大和町、大郷町、大衡村の４市町村を表し、安心、安全を支える黒川地域行
政事務組合を表現してくださいました。最優秀作品に選ばれた天野さんへは
賞状及び賞金（３万円）が授与されます。
　今回選ばれました「組合章」の内容にもあるように、黒川地域の皆さまの
安心、安全な生活、福祉向上に職員一同努めてまいります。

黒川地域行政事務組合� 」が
決定しました
組合章

選考委員会の様子

編集・発行／黒川地域行政事務組合　宮城県黒川郡大和町吉岡字下町15番地の1　TEL 022−345−1541　FAX 022−345−1543
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